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GPS 速度場と地震活動から推定される琉球弧のテクトニクス

Tectonic motion of the Ryukyu Arc, southwest Japan inferred from GPS velocity field
and earthquake mechanism
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　フィリピン海プレート（PHS）は西南日本（アムールプレート）下に約 6～8cm/yr の速度で沈み込み，徐々に

速度を速めながら，九州南東沖の日向灘，琉球海溝を経て台湾の東側に続く．しかし，同じプレート収束帯に属す

る四国地方と九州南部・南西諸島では地殻変動の様相は異なる．国土地理院 GPS 連続観測網（GEONET）によるアムー

ルプレートに対する水平速度場を見ると，四国地方では PHS の沈み込む北西方向への短縮が卓越するが，九州南

部・南西諸島では琉球海溝にせり出す方向へ 2～4cm/yr の変位が生じている．これは，プレートの進行方向とプレー

ト境界のなす角，PHS スラブの傾角と到達深度，プレート間カップリングが四国地方と異なることに加え，南西諸

島の西側に存在する沖縄トラフの背弧拡大などが原因であると考えられる．本研究では，まず，GEONET の水平速

度場を用い，日向灘・琉球海溝でのプレート間カップリングをゼロと仮定して，九州南部を含めた南西諸島の複数

の剛体ブロック運動の推定を行った．しかし，推定したブロック運動と GPS 速度場に平均 3mm/yr の不一致が生じ

たため，プレート間カップリングを考慮することで，この不一致が解消可能か試みた．

　南西諸島の GEONET 観測点は琉球海溝や沖縄トラフにほぼ平行に並ぶため，GPS 速度場のみから PHS の沈み込

みに伴う弾性変形や沖縄トラフ拡大の詳細な議論を行うには不十分である．そこで，地震のモーメントテンソル

データ（Harvard CMT カタログより 1976～2001 年に発生した，深さ 40km 以浅の地震）を相補的に使用することで，

前弧域，背弧域それぞれの歪み速度を推定した．前弧域では，日向灘と台湾付近で北西－南東方向の圧縮歪み速度

が 10－8/yr のオーダーとなり，沖縄本島付近ではこれらの 1/10 以下となる．背弧域では，ほぼ南北方向の引張歪

みが見られるが，その速度は 10－9/yr 以下と小さい．これらの歪み速度から推定したプレート間カップリングは，

日向灘付近で約 30％，沖縄本島付近で数％，台湾付近で約 50％であった．以上のことから，琉球海溝側が自由境

界に近い役割を演じていることが示され，沖縄トラフの拡大により，南西諸島地域の地殻が海溝側へ剛体ブロック

的に変位しているとの解釈が支持される．ただし，プレート間カップリングを考慮しても依然として平均 3mm/yr

の不一致は残るため，島弧に平行な伸張軸を持つ地震や火山性の局所的変動などが原因で，ブロック内部にわずか

な変形が生じていると考えられる．


